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研究要旨 
これまでの研究において、電子カルテシステム内に蓄積された所見・報告書・サマリなどのテ

キスト情報から、自然言語処理および機械学習を用いて、カルテ記載内における「症状記載」に
ついて、判別・予測する方法論の検討を行った。臨床研究業務担当者が実際に必要とする症状記
載データについて、カルテ記載情報から手動で抽出を行った。これらを用いて教師データを作成
し、カルテ記載における「症状記載」と「その他の記載」についての自動判別器を作成した。こ
ちらは感度・特異度はともに 70～80%の性能を有していることがわかった。 

この結果をもとにさらに自然言語処理技術に関して先進的な IBM ワトソンにより Major 
Cardiac event をとらえることを目的に辞書チューニングを行った。心筋梗塞レジストリ MIDAS
研究を中心とした約 2000 人の国立循環器病センター入院患者に関して、最も記述が的確と考え
られる退院時サマリの記述をもとに虚血性心疾患、心不全、脳卒中、心臓死、全死亡に関して IBM
ワトソンエクスプロラーにより抽出を行った。死亡イベントに関しては、電子カルテ上の死亡退
院により 100％の把握が可能であった。初回の入院に関しては、入院契機が虚血性心疾患、心不
全、脳卒中である場合もほぼ捕捉可能であった。死亡と入院契機の虚血性心疾患、心不全、不整
脈項目により心臓死の確認が可能であった。辞書チューニング前は accuracy として 65％前後で
あるが、、チューニング後は 95％以上の精度達成が可能であった。 

入院時における血性心疾患、心不全、脳卒中、心臓死、全死亡に関して IBM ワトソンエクスプ
ロラーによる自然言語処理でほぼ正確に MACE の捕捉が可能であった。 

Ａ．研究目的 
  前年度までの研究において、電子カルテシス
テム内に蓄積された所見・報告書・サマリなど
のテキスト情報から、自然言語処理および機械
学習を用いて、カルテ記載内における「症状記
載」について、判別・予測する方法論の検討を
行った。臨床研究業務担当者が実際に必要とす
る症状記載データについて、カルテ記載情報か
ら手動で抽出を行った。これらを用いて教師デ
ータを作成し、カルテ記載における「症状記載」
と「その他の記載」についての自動判別器を作
成した。こちらは感度・特異度はともに 70～
80%の性能を有していることがわかった。 

この結果をもとにさらに自然言語処理技術に
関して先進的な IBM ワトソンにより Major 
Cardiac eventをとらえることを目的に辞書チ
ューニングを行った。 
 
Ｂ．研究方法 
 心筋梗塞レジストリ MIDAS 研究を中心と
した約 2000人の国立循環器病センター入院患
者に関して、最も記述が的確と考えられる退院
時サマリの記述をもとに虚血性心疾患、心不全、
脳卒中、心臓死、全死亡に関して IBM ワトソ
ンエクスプロラーにより抽出を行った 
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  （倫理面への配慮） 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指
針を遵守し研究を遂行する。 
 
Ｃ．研究結果 
 死亡イベントに関しては、電子カルテ上の死
亡退院により 100％の把握が可能であった。初
回の入院に関しては、入院契機が虚血性心疾患、
心不全、脳卒中である場合もほぼ捕捉可能であ
った。死亡と入院契機の虚血性心疾患、心不全、
不整脈項目により心臓死の確認が可能であっ
た。辞書チューニング前は accuracy として
65％前後であるが、、チューニング後は 95％以
上の精度達成が可能であった。 
 
Ｄ．考察 
  入院契機ではなく例えば予定 PCI として紹
介され、既往歴としてイベントとなる病名が記
述されている場合は、日付けが何年何月など明
記されず入院時から去年など曖昧さを残す記
述であることがあり、これら相対日付けに関し
ては今後の精度向上が必要と考えられた 
 
Ｅ．結論 
 入院時における血性心疾患、心不全、脳卒中、
心臓死、全死亡に関して IBM ワトソンエクス
プロラーによる自然言語処理でほぼ正確に
MACE の捕捉が可能であった。 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表  なし 
 2.  学会発表 

１）医療情報連合大会 2017 年 11 月 22 日 
日本循環器学会合同シンポジウム 
人工知能応用による自然言語処理の活用 
電子カルテ情報のセマンティク登録と全
国登録事業への将来展望 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得     なし 
 2. 実用新案登録   なし 
 3.その他       なし 
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